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First record of Gastrosporium gossypinum (Phallales) in Fukuoka 
Prefecture, Northern Kyushu, Japan
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ワタゲスナツブタケ Gastrosporium gossypinum T. Kasuya, S. 

Hanawa & K. Hosaka は、 茨城県神栖市波崎の砂浜海岸で採

集された標本に基づき、 Kasuya et al. （2020） により新種とし

て記載された。 スナツブタケ属 Gastrosporium Mattir. は南極大

陸を除く全大陸に分布し、 主に乾燥した草原、 砂礫地、 砂丘

や砂浜海岸などに生育する菌群である （糟谷、 2020）。 本属

の系統的位置は長く不明のままであったが、 Trierveiler-Pereira 

et al. （2014） による系統学的研究の結果、 スッポンタケ目の

Gastrosporiaceae Pilát （スナツブタケ科、 新称） に位置すること

が明らかとなった。 スナツブタケ属は小型で、 球形～類球形あ

るいは卵形の子実体を地中または半地中に形成し、 成熟すると

子実体内部のグレバが粉状になるという特徴をもち、 スッポンタ

ケ目の中では形態的にきわめて異質である （糟谷、 2020）。 本

属は 3 種からなり、 属の基準種である G. simplex Mattir. は南北

両半球に広く分布するが、 G. asiaticum Dörfelt & Bumžaa はモ

ンゴルの、 またワタゲスナツブタケは日本のそれぞれ基準標本

産地で知られているのみである （Kasuya et al., 2020）。 また、 本

属菌は日本ではワタゲスナツブタケ 1 種のみが知られている（糟

谷、 2020）。

2020 年 2 月に、 筆者らは福岡県の砂浜海岸において野外

調査を行い、 遠賀郡岡垣町と福津市の 2 地点でスナツブタケ

属菌の子実体を採集した （図 1）。 これらの形態を Kasuya et 

al. （2020） の方法に従って観察した結果 （図 2）、 ワタゲスナ

ツブタケの子実体の形態的特徴 （Kasuya et al., 2020） とよく合

致した。 また、 Kasuya et al. （2020） の方法に準拠し、 子実体

の組織から DNA を抽出して核リボソーム RNA 遺伝子の ITS 領

域と大サブユニット （LSU） の塩基配列情報を得た。 さらに、

Kasuya et al. （2020） で系統解析に用いられたデータセットに、

今回新たに得た福岡県産標本の塩基配列情報を加え、 Kasuya 

et al. （2020） と同様の方法で最尤法により系統解析を行った。

その結果、 福岡県産標本から得た ITS 領域の配列は、 正基準

標本を含む茨城県神栖市産のワタゲスナツブタケ標本から得ら

れた配列と単系統群を形成し、 両者の間で変異は認められな

かった（図 3）。また、正基準標本の ITS 領域の配列（MN954700, 

470 bp） と福岡県産標本から得た 3 点の配列 （641–655 bp） を

比較したところ、 それらは 100% 一致した。 結果の図示は割愛

するが、 福岡県産標本から得た LSU の部分配列についても同

様に最尤法による系統解析を行ったところ、 ITS 領域と齟齬の

ない結果を得た。 また、正基準標本の LSU の配列（MN954696, 

966 bp） と福岡県産標本から得た 3 点の配列 （956–961 bp） を

比較したところ、 それらは 100% 一致した。 なお、 形態観察や

系統解析に供試した標本はすべて国立科学博物館植物研究

部の標本庫 （TNS） に保管するとともに、 それらより新たに得た

塩基配列情報は NCBI GenBank （https://www.ncbi.nlm.nih.gov/
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図1． ワタゲスナツブタケ Gastrosporium gossypinum の生育環境と子実体． A ：福岡県岡垣町の生育環境． B ：福岡県福津市の生育環境．

C ：子実体 （TNS-F-90992）． D ：菌糸束をもつ子実体 （TNS-F-90994）．

Fig. 1.  Habitat and basidiomata of Gastrosporium gossypinum. A: Habitat in Okagaki-machi, Fukuoka Prefecture. B: Habitat in Fukutsu-shi, 

Fukuoka Prefecture. C: Basidiomata (TNS-F-90992).  D: Basidiomata with mycelial strands (TNS-F-90994).

図2． ワタゲスナツブタケ G. gossypinum の子実体の形態的特徴． A ： 多数の砂粒に覆われる外皮 （TNS-F-90993）． B ： 外皮を構成する

綿毛状で白色の菌糸塊 （TNS-F-90993）． C ： 成熟した子実体の殻皮とグレバの縦断面． ex は外皮を， en は内皮を， gl はグレバを示す

（TNS-F-90993）． D ：子実体の基部より伸びる菌糸束 （TNS-F-90994）． E ：菌糸束の末端 （TNS-F-90994）． F ：担子胞子 （TNS-F-90992）．

Fig. 2.  Morphological features of G. gossypinum basidiomata. A: Exoperidium covered with adherent numerous sand (TNS-F-90993). B: A cottony, white 

mycelial mass of exoperidium (TNS-F-90993). C: A vertical section of mature basidioma (ex: exoperidium, en: endoperidium, gl: gleba; TNS-F-90993).  

D: Mycelial strands from the basal part of a basidioma (TNS-F-90994). E: End of a mycelia strand (TNS-F-90994). F: Basidiospores (TNS-F-90992).
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図3． ワタゲスナツブタケ G. gossypinum とその近縁分類群の ITS 領域に基づく最尤系統樹． 各枝上の数値は最尤法における

ブートストラップ値 （60% 以上） を示す． スケールバーは各塩基サイトにおける推定される塩基の置換数の期待値を示す．

Fig. 3.  Maximum likelihood (ML) phylogeny of G. gossypinum and its allied taxa based on the nuclear ribosomal ITS region. ML 

bootstrap values greater than 60% are shown for each node. Scale bar indicates the number of substitutions per site.

genbank/） に登録した （ITS 領域 : MW316891–MW316893; 

LSU: MW314736–MW314738）。

以上より、 筆者らは福岡県産標本をワタゲスナツブタケである

と同定した。 これは、 基準標本産地以外の地域における、 本

種の初めての記録である。 今回、 本種が福岡県の日本海沿岸

の砂浜海岸にも分布することが明らかとなった。 このことは、 本

種が本州から九州にかけての太平洋および日本海沿岸の砂浜

海岸に広く分布する可能性を示唆している。

Gastrosporium gossypinum T. Kasuya, S. Hanawa & K. Hosaka, 

Truffology 3: 11, 2020.

図 1–2

和名 ：ワタゲスナツブタケ （Kasuya et al., 2020）

福岡県産標本の子実体 （図 1C–D） は球形から類球形あるい

は卵形で、 直径 4–12 mm、 基部には砂中に伸び、 砂が密に

付着した白色の菌糸束をもつ。 子実体の殻皮は外皮と内皮の

2 層からなり、 外皮は綿毛状で白色の菌糸より構成され、 菌糸

が砂を密に巻き込むために成熟しても崩壊しにくい （図 2A–C）。

内皮はオリーブ色から暗褐色で、 ゼラチン質から乾燥すると軟

骨質となり、 厚さ 0.2–0.5 mm （図 2C）。 グレバははじめ白色で

肉質、 のちに鈍い黄色からオリーブ色で粉状となる （図 2C）。

子実体基部の菌糸束の表面は外皮とほぼ同様で （図 2D）、 菌

糸束は長さ 3 cm 程度に達し、 末端は細くなる （図 2E）。 担子

胞子 （図 2F） は類球形、 卵形、 楕円形あるいは類紡錘形な

ど多様な形状で、 やや角ばり、 3.5–6 × 3–5 µm、 表面はほとん

ど平滑か疣状突起が散在し、 小柄を有するか欠く。

供試標本 ： 福岡県遠賀郡岡垣町黒山、 砂浜海岸のチガ

ヤ Imperata cylindrica (L.) P. Beauv.、 カ ワ ラ ヨモギ Artemisia 

capillaris Thunb. やテリハノイバラ Rosa luciae Rochebr. & Franch. 

ex Crép. 群落内の砂地中、 2020 年 2 月 8 日、 糟谷大河採集、

TNS-F-90992、 GenBank accession no.: MW316891 （ITS 領

域） ； MW314736 （LSU）． 同所、 2020 年 2 月 8 日、 下保有

紀子・池ノ内勇仁採集、 TNS-F-90993、 GenBank accession no.: 

MW316892（ITS 領域） ; MW314737（LSU）． 福岡県福津市渡、

砂浜海岸のチガヤ、 カワラヨモギやテリハノイバラ群落内の砂地

中、2020 年 2 月 8 日、糟谷大河・下保有紀子・池ノ内勇仁採集、

TNS-F-90994、 GenBank accession no.: MW316893 （ITS 領域）；

MW314738 （LSU）．

Specimens examined: Fukuoka Pref., Onga-gun, Okagaki-machi, 

Kuroyama, in sandy soil of coastal dunes covered with Imperata 

cylindrica, Artemisia capillaris and Rosa luciae along seashore, 

February 8, 2020, coll. T. Kasuya, TNS-F-90992, GenBank 

accession no.: MW316891 (ITS), MW314736 (LSU); same place, 

February 8, 2020, coll. Y. Kaho and H. Ikenouchi, TNS-F-90993, 

GenBank accession no.: MW316892 (ITS), MW314737 (LSU); 

Fukuoka Pref., Fukutsu-shi, Watari, in sandy soil of coastal dunes 

covered with I. cylindrica, A. capillaris and R. luciae along 
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